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平
成
2
1
年

N
o
．
4
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ド
ッ
キ
ド
キ
の
入
学
式
…

　
ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
た
気
分
だ
な
ぁ
…

４
月
７
日
(
火
)
「
奥
戸
小
学
校
入
学
式
」
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488万6千円（88.7％減）
　歳入の主なものは支払基金交
付金244万5千円。歳出の主なも
のは医療給付費433万円。

9億9,115万円（1.0％増）
　歳入の主なものは医療給付費
分・後期高齢者支援金分・介護
納付金分を合わせて3億1,943万3
千円。歳出の主なものは保険給
付費の6億945万5千円。

1億4,385万5千円（4.5％減）
　歳入の主なものは海峡保養セ
ンター事業収入の1億665万8千
円。歳出の主なものは光熱水費
等需用費、管理組合業務等委託
料合わせて1億3,785万5千円。

老人保健特別会計予算 国民健康保険特別会計予算海峡保養センター事業等特別会計予算

今年度の当初予算額
平成21年度

当初予算

町の台所事情

依
存
財
源

（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
）

自
主
財
源

（
町
独
自
で
の
徴
収
や
収
納
）

前年度比　9,048万１千円の減（2.2％減）

　

昨
年
度
当
初
予
算
比
で
９
、
０
４
８
万
１
千
円
の
減
額

（
２
・
２
％
減
）
と
な
っ
た
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
今

年
度
の
予
算
編
成
が
行
わ
れ
、
平
成
21
年
の
第
１
回
町
議

会
定
例
会
（
３
月
議
会
）
に
お
い
て
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
予
算
な
ど
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

厳しい財政状況の中、
予算の効率的運用を徹底

39億6,655万9千円
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収益的収入及び支出

　収入 1億4,887万円

　支出 1億3,759万2千円

資本的収入及び支出

　収入 3,058万5千円

　支出 9,626万4千円

（不足分は内部留保資金で補填）

4,737万円（7.3％増）
　歳入の主なものは後期
高齢者保険料2,828万2千
円。歳出の主なものは後
期高齢者医療広域連合納
付金4,500万6千円。

2億8,859万9千円（38.6％増）
　歳入の主なものは事
業収入1,557万2千円、国
庫支出金8,920万円。歳
出の主なものは浄化セ
ンター建設工事委託料
6,600万円、管渠布設工
事等1億200万円。

4億2,073万6千円（9.1％増）
　歳入の主なものは介護
保険料6,570万2千円。歳
出の主なものは保険給付
費3億6,315万7千円。

水道事業会計予算 後期高齢者医療特別会計予算下水道事業特別会計予算 介護保険特別会計予算

消防費

諸支出金

教育費

公債費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費
土木費

商工費

予備費

議会費

5.9％：235,985千円
〈災害防除及び災害が生じた場
合の活動経費〉
【主なもの】
下北地域広域行政事務組合負担
金
 ２億１，９４９万円

10.9％：431,891千円
〈他の科目に属さない経費〉
【主なもの】
大間病院会計負担金
 ２億３，７８９万１千円

〈教育の育成・向上に必要な経費〉
【主なもの】
大間小学校グラウンド改修工事費
 ８，８６５万４千円
学力向上事業費
 １，０２１万８千円

11.1％：442,065千円
〈借金を計画的に返済する経費〉
【主なもの】
元金分 ３億４，８４５万３千円
利子分 ９，３６１万２千円

〈特別職の給料をはじめ、全般的な
管理事務に必要な経費〉
【主なもの】
大間・函館航路維持事業費補助金
 １億２，０００万円
下北地域広域行政事務組合負担金
 ２，９７８万円

〈住民の一定水準の生活を保障する
のに必要な経費〉
【主なもの】
下北地域広域行政事務組合負担金
 ２，６４３万２千円
後期高齢者医療療養給付費負担金
 ３，４７４万６千円
大間保育園運営費
 ５，５２３万１千円

〈住民が健康にして衛生的な生
活環境を保持するための経費〉
【主なもの】
下北医療センター負担金
 １，１５２万５千円
乳幼児医療費
 ６００万円
下北地域広域行政事務組合負担
金
 ２億１５３万４千円

0.1％：3,368千円
〈労働者の安全就労対策を推進
する経費〉

12.1％：480,497千円
〈農業・漁業の振興を図るための
経費〉
【主なもの】
大間町水産振興事業費補助金
 ５，５００万円
材木漁港整備工事費
 １億７，８２８万６千円

4.8％：189,522千円
〈道路などの生活環境を整備する
ための経費〉
【主なもの】
大間平高校線、大間根田内２・３
号線改良・舗装工事
 ３，０００万円
大間町下水道事業特別会計繰出金
 ９，４４１万７千円

2.2％：85,206千円
〈観光産業の振興を図るための経費〉
【主なもの】
大間ブルーマリンフェスティバル企画
運営委託料
 １，２３９万円
融資対策事業貸付金
 １，３００万円

0.5％：20,000千円
〈予算外の支出または予算超過の
支出を想定した経費〉

1.5％：58,328千円
〈議会の活動に要する経費〉
【主なもの】
県町村議会議長会ほか各種負担金
 ７１万７千円
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▲ 写真：野崎氏（写真左から２人目）が手にしているのが、
農林中央金庫理事長からの賞状

　３月５日から６日まで開催された「第14回
全国青年・女性漁業者交流大会」において、
奥戸漁協女性部が３位にあたる農林中央金庫
理事長賞を受賞し、３月30日に大間町長を訪
れ、受賞の報告をしました。
　同女性部、野崎和歌氏が「碧い海と地域の
ために～創立50年を迎えて～」と題し、貯金
から始まった女性部活動、48年間続けている
「１日10円貯金」等の活動を発表し、その活
動実績が認められての受賞となりました。
　野崎氏は「受賞には驚いたが嬉しかった。
長く活動を続けてきて良かった。」と語りま
した。

　４月６日（月）、春の全国交通安全運動に伴い、大間町交通
安全母の会連合会が、町内に住む一人暮らしの方を中心に各家
庭を訪れ、反射材のタスキ、反射材シールを配布し、交通安全
を呼びかけました。
　配布した反射材のタスキは首から下げ、反射材シールは普段
１番多く履く靴につけます。この反射材は車のライトに反射す
るので、運転手が歩行者に気付きやすくなる効果があります。
　この時期だけでなく、日頃から交通安全に努めましょう。

奥戸漁協女性部
「農林中央金庫理事長賞」受賞

夜間の歩行にはご注意を！

弁天神社例祭　　　　　　　　

さ が さ ん じ
　「さがさんじ」は、海上の安全と豊漁を願い、120年以
上も前から行われています。
　当日は朝９時から稲荷神社で祈祷、玉串奉てん、神楽
奉納が行われました。今年も強風のため弁天島の弁天神
社本殿に渡ることができず、大間崎の弁天神社排殿に場
所を移し、更なる祈祷、神楽奉納が行われました。 
　“なおらい”では、早朝から準
備されたお料理が並び、今が旬
のウニや、これから本格的に始ま
る昆布、マグロ漁などの話をしな
がら、皆でお酒を酌み交わしまし
た。



45

５月12日は民生委員・児童委員の日です！
　大間町民児協は、平成19年度及び平成20年度の２か年で、重点活動として取り組んで参りました「災
害時一人も見逃さない運動」の事業が終了しました。今後も構築されたネットワークで引き続きこの活
動を継続して参りますので、万が一の災害に備え、要援護者の把握などに関係機関・団体等と連携を密
にして支援に努めます。また、通常の委員活動も並行して行っておりますので、お気軽にご相談くださ
い。
　担当の委員は下記のとおりです。
　問 住民福祉課：民児協担当　☎37－2111（内線20）

大 間 町 民 生 委 員
氏　　名 電話番号 担当地区町内会 氏　　名 電話番号 担当地区町内会

畠　山　　　章 3517 美島町・朝日町 山　田　征　英 4443 上町・山道
岩　佐　と　し 2077 ときわ町 若　山　もと子 4110 細間道・第一根田内
松　谷　愼　子 2399 割石 佐　藤　敬　子 3835 第二根田内
目　時　浩　美 4510 汐見町・美島町 佐々木　栄　子 3652 向町
中　新　幸　子 2054 日和町・カットシ 増　山　憲　世 2090 上仏町
蛯　子　研　三 3553 日和町・カットシ 山　本　　　稔 3566 浜町第一・浜町第二
泉　山　英　子 2534 第二町内会・ときわ町 和　田　久　子 2377 材木
伊　藤　あき子 3467 東浜町・浜町・台場町

大 間 町 主 任 児 童 委 員
氏　　名 電話番号 担当地区町内会 氏　　名 電話番号 担当地区町内会

熊　谷　房　子 2822 大字大間 眞　柄　生　枝 2806 大字奥戸

　３歳児13名、４歳児４名を新たに迎えた大間幼
稚園で４月８日（水）、入園式が行われました。
　入場のときは緊張ぎみだった新入園児たちも、
名前を呼ばれると「はいっ！」と大きな返事をし、
「こぶた・たぬき・きつね・ねこ♪」の歌を元気
に歌っていました。
　川端園長は、「みんなで幼稚園に行くことが楽
しみになるような生活を送りましょう。」と挨拶
し、最後には、おにいさん、おねえさんたちが大
間幼稚園歌で新入園児を歓迎しました。

ご入学・ご入園おめでとう

▲ 歌のときに、おにいさん・おねえさんの振り付
けをマネして踊ってみたよ！

　４月７日（火）、各学校で入学式が行われる中、
校舎が出来上がったばかりの奥戸小学校には、12
名の１年生が入学しました。
　数日前までは保育園、幼稚園に通っていたとは
思えないほど、おにいさん、おねえさんらしい顔
が並び、校長先生の挨拶や、２年生からの歓迎の
言葉も真剣な眼差しで聞き入っていました。

▲ 今日からここがみんなの教室。木の香りがして
勉強もはかどりそう!?

新しいお友達が仲間入り★ ピカピカの校舎がお出迎え！
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④ 

野
球
・
ス
キ
ー
・
お
や
じ
ギ
ャ

グ
（
!?
）

⑤ 

早
く
大
間
の
子
ど
も
た
ち
を

覚
え
て
仲
間
に
入
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
大
間
小
は
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
野
球
も
強

く
、
県
大
会
に
も
出
場
し
て

い
る
強
豪
チ
ー
ム
な
の
で
、

郡
大
会
優
勝
、
そ
し
て
、
県

大
会
出
場
を
目
指
し
て
一
緒

に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

④
ス
ポ
ー
ツ

⑤ 

大
間
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
地
域
の
方
々
と
力
を
合

わ
せ
、
微
力
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

④ 

ド
ラ
イ
ブ
・
音
楽
鑑
賞
・
サ
ッ

カ
ー
観
戦
・
津
軽
三
味
線

⑤ 

ま
た
大
間
小
の
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
せ

る
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
毎
日
を
子
ど
も
た
ち
が

過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

④ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
生
け
花

⑤ 

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊

び
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

教
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

④
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

⑤ 

母
校
で
あ
る
大
間
小
学
校
に

勤
め
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

④ 

サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

⑤ 

子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

④
旅
行

⑤ 

初
め
て
の
大
間
町
勤
務
で

す
。
１
日
も
早
く
慣
れ
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
取
り
組
み
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

④ 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
食
べ
歩
き

⑤ 

下
北
に
赴
任
し
て
12
年
目
。

初
め
て
の
大
間
町
勤
務
で

す
。
新
し
い
校
舎
の
香
り
に

心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
強
烈
な
浜
風
に
負
け
な

い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
と
共

に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
ド
ラ
イ
ブ
・
鉄
棒

⑤ 

大
間
町
７
年
目
で
す
が
、
奥

戸
の
こ
と
は
知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。
早
く
覚
え
て

い
き
た
い
で
す
。

④
釣
り
・
モ
ノ
マ
ネ

⑤ 

早
く
奥
戸
小
学
校
に
慣
れ

て
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。野
球
部
、

め
ざ
せ
県
大
会
出
場
！

④
書
道

⑤ 

初
め
て
大
間
中
に
来
た
と

き
、
部
活
動
の
練
習
を
し

て
い
る
多
く
の
生
徒
と
出
会

い
ま
し
た
。
み
ん
な
元
気

に
挨
拶
を
し
、
表
情
豊
か
に

迎
え
て
く
れ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
一
緒
に
学
校
生
活
を
送

る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
様
や
、
地

域
の
方
々
の
協
力
も
頂
き
な

が
ら
、
全
力
で
職
務
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

 

①
氏
名　
　

②
担
当
教
科
又
は
役
職　
　
　
　

★
紹
介
内
容
★

 

③
前
任
校　

④
趣
味
・
特
技　

⑤
ひ
と
こ
と　

�

大
間
小
学
校①對馬　茂

②２年２組担任
③ 第二田名部小
学校

①菊池　隆一
②６年２組担任
③白糠小学校

①伊世　麻夕美
②１年副担任
③佐井小学校

①坂　春香
② やまばと学級
　２組副担任
③新卒

①竹内　憲人
② ５、６年生体
育・特別支援
教育

③新卒

①堺　祐介
②臨時用務員

①筒井　直子
②５学年担任
③ 第二田名部小
学校

�

奥
戸
小
学
校

①篠崎　真規子
②４学年担任
③正津川小学校

①向井　潤
②３学年担任
③大間小学校

①庭田　紘
② たんぽぽ学級
担任

③脇野沢小学校

�

大
間
中
学
校①曽根　俊悦

② 教頭（国語・
美術）

③脇野沢中学校

新
任
教
員
紹
介　
【
敬
省
略
】
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④ 

旅
行
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ド

ラ
イ
ブ
・
温
泉
・
歌
う
こ
と

⑤ 

大
間
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
た
ち
と
共
に
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

④ 

ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
こ
と

⑤ 

大
間
の
子
ど
も
た
ち
の
力
に

な
れ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。

④
料
理

⑤ 

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
、

生
徒
と
共
に
私
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
で
す
。

④ 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
卓
球

⑤ 

初
め
て
の
北
通
り(

大
間)

で

す
が
、早
く
地
域
に
も
慣
れ
、

奥
戸
の
小
・
中
学
校
の
た
め

に
体
当
た
り
で
教
育
活
動
に

専
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

④ 

山
歩
き
・
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

⑤ 

４
月
１
日
に
大
間
町
民
と
な

り
ま
し
た
。
早
く
新
し
い
生

活
に
慣
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

④
趣
味
… 

カ
ラ
オ
ケ
♪
ド
ラ
イ

ブ

　

特
技
… 

何
で
も
す
ぐ
笑
え
る

こ
と

⑤ 

一
年
間
の
常
勤
は
初
め
て
な

の
で
、
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
早
く
生
徒
や
先
生
方
と

仲
良
く
な
っ
て
、
奥
戸
中
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

④
剣
道
・
釣
り

⑤ 

勉
強
・
部
活
と
み
ん
な
と
一

緒
に
楽
し
く
充
実
し
た
毎
日

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
映
画
鑑
賞

⑤ 

小
学
校
か
ら
中
学
校
に
勤
務

が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い

職
場・仕
事
に
早
く
慣
れ
て
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

④ 

釣
り
・
楽
器
演
奏
・
陸
上
競

技
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
審
判

⑤ 

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
！

④ 

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
⑤ 

少
し
で
も
生
徒
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

⑤ 

生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

④
音
楽
鑑
賞

⑤ 

生
ま
れ
育
っ
た
大
間
で
教
師

に
な
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

④
読
書

⑤ 

ま
た
地
元
の
大
間
で
働
け

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

④
釣
り

⑤
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

奥
戸
中
学
校

①本間　政彌
②理科
③田名部中学校

①稲葉　明日美
②英語・美術
③川内中学校

①秋田晃(のぼる)
②校長
③田名部中学校

①鎌田　幸子
②英語・家庭科
③むつ中学校

①山本　麻衣
② 音楽・２学年
副担任 
③大間小学校

①佐藤　嘉樹
② １学年副担任
　数学選択数学
　英語
③ むつ養護学校
　むつ中学校

①金沢　さつき
②臨時事務
③大間小学校

�

大
間
高
校

①堀米　潤
②教頭（数学）
③三戸高校

①平川　祐輔
②理科・数学
③七戸高校

①砂澤　拓弥
② 地理・歴史（地
理）

③弘前高校

①山﨑　里子
② 国語・政治経
済・音楽

③新卒

①御厩敷　葉子
②臨時事務員
③大間小学校

①佐々木 信好
②非常勤用務員

①田名部　和子
②英語・家庭科
③風間浦中学校
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月　　日 事　　　業　　・　　行　　　事 場　　　所

８月１～２日 県民体育大会（バレーボール、卓球、相撲、バドミントン、
ボウリング、テニス、ソフトボール、銃剣道） 三 沢 市 ほ か

８月８日～９日 県民体育大会（終了８種目以外の競技） 三 沢 市 ほ か
８月15日 平成21年度大間町成人式 ウ ィ ン グ
９月６日 第17回県民駅伝競走大会 青 森 市
９月27日 第24回はまなす駅伝大会 町 内
10月18日 道南駅伝大会（交流事業） 函 館 市 戸 井
10月25日 戸井地区文化祭（交流事業） 函 館 市 戸 井

10月31日～ 11月１日 第34回町民文化祭 大間町立公民館
11月１日 第31回大間町音楽祭 ウ ィ ン グ
12月６日 第24回大間町少年柔道大会 大間中学校体育館

平成22年１月６日 第38回書き初め席書大会 大間中学校体育館
奥戸中学校体育館

１月９日～ 10日 書き初め展示 大間町立公民館
１月17日 第46回大間町少年剣道大会 大間中学校体育館
２月７日 第25回むつ下北地区子ども会郷土芸能発表会 下 北 文 化 会 館
２月13日 第28回大間町青少年健全育成推進大会 ウ ィ ン グ
３月７日 第６回北通り地域郷土芸能発表会 ウ ィ ン グ

※平成21年度の主な事業・行事予定をお知らせいたします。

問 大間町教育委員会　☎ 37 － 2103

平成21年度　社会教育・年間行事予定

　

大
間
町
学
力
向
上
研
究
会
で

取
り
組
ん
で
い
る
中
学
校
英
単

語
テ
ス
ト
の
満
点
賞
を
と
っ
た

生
徒
を
前
回
掲
載
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
今
回
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

満
点
を
と
っ
た
生
徒
を
称
え

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
更

な
る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

◆
英
単
語
テ
ス
ト
満
点
賞
◆
◆

◇
中
学
校
第
一
学
年

【
奥
戸
中
…
一
〇
名
】

　

佐
々
木
柊
人
、
平
田　

大
実

　

柳
谷　

直
人
、
大
久
保
未
来

　

小
谷　

幸
妃
、
中
嶋　

麻
貴

　
佐
々
木
美
賀
子
、
仙
台　
　

円

　

森
田　

詩
乃
、
萬
谷
友
里
那

【
大
間
中
…
一
七
名
】

　

小
島　

圭
二
、
田
村　

大
空

　

奈
良　

豪
大
、
蛯
子　

志
穂

　

小
浜　

涼
香
、
中
塚　

春
花

　

目
時　

舞
香
、
山
﨑
千
佳
子

　

村
川　

雄
斗
、
大
川　

真
依

　

佐
々
木
麻
衣
、
金
澤　

和
康

　

菊
池　

観
月
、
西
山　

耀
士

　

濵
辺　

翔
矢
、
兔
内　

裕
香

　

田
澤
実
名
子

◇
中
学
校
第
二
学
年

【
奥
戸
中
…
一
二
名
】

　

佐
々
木
翔
大
、
笹
谷　

太
成

　

能
戸　

一
騎
、
松
山　

和
成

　

柳
谷　

正
太
、
柳
谷　
　

知

　

横
浜　

優
凌
、
大
畑　

千
明

　

川
内　

美
穂
、
能
戸　

彩
香

　

萬
谷
ひ
と
み
、
萬
谷　
　

恵

【
大
間
中
…
二
八
名
】

　

伊
藤　

将
臣
、
伊
藤 

優
哉

　

菊
池　

勇
介
、
田
中 

智
也

　

傳
法　

啓
介
、
新
田 

裕
生

　

渡
辺
志
雄
介
、
田
中 

綾
乃

　

能
戸　

明
穂
、
番
匠
絵
里
佳

　

皆
野　
　

藍
、
山
本　

彩
嘉

　

米
澤　

摩
耶
、
伊
藤　

大
輔

　

伊
藤　

優
輔
、
蝦
名　

凌
斗

　

佐
々
木
駿
人
、
竹
村　

修
貴

　

伝
法　

優
樹
、
野
﨑　

竜
星

　

松
原　

広
貴
、
吉
田　

恭
一

　

泉　
　

未
来
、
齊
藤　

奈
美

　

佐
々
木
葉
月
、
宮
野　

彩
夏

　

田
澤
葉
名
子
、
米
澤　

彩
乃

◇
中
学
校
第
三
学
年

【
奥
戸
中
…
一
一
名
】

　

小
谷　

晃
司
、
坂
本　

康
樹

　

佐
々
木
洸
太
、
能
戸　

健
寛

　

平
田　

昌
敬
、
古
畑　

雄
貴

　

大
畑　

瑞
希
、
佐
々
木
由
紀

　

佐
藤　

美
子
、
中
村　
　

聖

　

野
村　

友
子

【
大
間
中
…
二
九
名
】

　

伊
藤　

賢
也
、
笠
井　

大
貴

　

田
中　

省
吾
、
佃　
　

省
吾

　

村
川　
　

遼
、
目
時　

優
輝

　

兔
内　

香
菜
、
熊
谷　

美
里

　

新
田　

真
子
、
新
田　

梨
奈

　

皆
野　

栞
菜
、
山
本　

未
来

　

杉
本　

真
奈
、
伊
藤　

翔
馬

　

伊
藤　

喜
紀
、
蛯
子　

大
成

　

菊
池　

雅
憲
、
篠
崎　

辰
矢

　

澁
田　

直
人
、
伴　
　

翔
太

　

南　
　

智
弥
、
南　
　

竜
平

　

森
田　

将
平
、
米　
　

貴
規

　

奥
本　

真
衣
、
木
谷
由
美
子

　

金
澤　

鮎
美
、
竹
村
香
奈
子

　

和
田
香
奈
美

学力向上研究会 大間小学校　　　　　　　　
　教頭　藤　田　昌　彦

大
間
町
中
学
校
英
単
語
テ
ス
ト

�
満
点
賞
�
紹
介
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一
学
年
の
構
成
は

　

11
Ｈ
Ｒ
担
任　

木
嶋　

綾
子

 

（
学
年
主
任
兼
任
）

　

12
Ｈ
Ｒ
担
任　

平
川　

祐
輔

　

学
年
付　
　
　

中
村　

政
俊

　
　
　
　
　
　
　

古
川
真
美
子

　
　
　
　
　
　
　

砂
澤　

拓
弥

の
五
人
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん

と
同
様
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
張

り
切
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ッ
フ

　

今
年
度
の
校
内
ス
タ
ッ
フ
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

校
長　
　
　
　

明
石　
　

進

　

教
頭　
　
　
　

堀
米　
　

潤

　
　
　
　
　
　
　

三
上　

隆
裕

　

教
務
部
主
任　

伊
藤
ゆ
ず
る

　
生
徒
指
導
主
任　

中
村　

政
俊

　
進
路
指
導
主
任　

一
戸　

啓
二

　

渉
外
部
主
任　

古
川
真
美
子

　

一
学
年
主
任　

木
嶋　

綾
子

　

二
学
年
主
任　

下
川
原
堅
蔵

　

三
学
年
主
任　

下
山　

晃
朋

　

事
務
長　
　
　

岡
本　
　

智

　

全
部
で
教
職
員
合
わ
せ
て

三
十
二
名
で
す
が
、
三
上
隆
裕

教
頭
は
県
の
企
業
エ
キ
ス
プ
レ

ス
研
修
で
東
京
の
一
般
企
業
に

赴
い
て
研
修
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

新
年
度
の
学
校
行
事
か
ら

　

四
月
八
日
か
ら
早
速
各
種
の

行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
年

生
に
と
っ
て
は
目
ま
ぐ
る
し
い

一
週
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

八
日
は
始
業
式
、
対
面
式
、

部
紹
介
、
身
体
計
測
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
対
面
式
・
部
紹
介
で

は
先
輩
を
目
の
前
に
し
て
か
な

り
緊
張
し
て
い
る
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。

　

部
紹
介
で
は
ど
の
部
も
新
戦

力
に
期
待
が
大
き
く
、
熱
心
に

勧
誘
を
す
す
め
る
べ
く
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

（
二
・
三
年
生
の
前
で
の
挨
拶
）

　

大
間
高
校
で

 

教
頭　

堀
米　

潤

　

三
月
二
十
七
日
、
転
任
者
打

ち
合
わ
せ
で
大
間
高
校
を
訪
れ

ま
し
た
。
大
間
町
は
毎
年
二
〜

三
回
は
来
て
い
ま
す
が
学
校
に

入
る
の
は
初
め
て
で
す
。
予
定

よ
り
も
早
か
っ
た
の
で
校
内
を

見
学
さ
せ
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
三

年
生
の
教
室
で
五
人
程
の
生
徒

を
相
手
に
数
学
の
講
習
を
し
て

い
る
の
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。

自
分
も
数
学
が
専
門
な
の
で
特

に
興
味
を
引
か
れ
覗
い
た
と
こ

ろ
、
教
え
て
い
る
の
は
校
長
先

生
で
し
た
。
昨
年
度
、
大
間
高

校
の
国
公
立
大
学
の
合
格
者
は

四
名
、
私
立
四
大
は
十
名
と
い

ず
れ
も
過
去
最
高
で
す
。

　

こ
の
不
況
下
で
高
校
生
の
進

路
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し

て
い
ま
す
。
お
金
が
無
い
か
ら

進
学
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
一

方
、
就
職
難
だ
か
ら
他
の
人
よ

り
も
秀
で
た
技
能
や
技
術
、
資

格
、
技
能
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
む
し

ろ
進
学
志
向
に
向
か
う
と
い
う

人
も
い
ま
す
。
た
だ
い
ず
れ
に

し
て
も
安
穏
と
し
て
い
る
ば
か

り
で
は
い
け
な
い
と
い
う
事
は

共
通
し
て
い
ま
す
。

　

前
任
校
で
の
私
の
標
語
は

「
自
分
を
変
え
る
、
自
分
が
変

わ
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
こ
大
間
の
生
徒
達
も
三
戸
と

同
じ
く
都
市
部
か
ら
離
れ
、
良

い
意
味
で
の
田
舎
ら
し
さ
（
そ

れ
は
素
直
さ
と
か
実
直
さ
と
い

う
も
の
で
す
が
）
を
持
っ
て
い

る
の
に
、
そ
れ
を
長
所
と
思
わ

ず
、
む
し
ろ
偏
見
に
近
い
欠
点

だ
と
感
じ
て
い
る
点
で
よ
く
似

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は

世
間
知
ら
ず
な
事
と
周
囲
の
話

に
耳
を
傾
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
さ
ら
に
増
長
し
ま
す
。

　

三
十
年
ほ
ど
の
教
員
生
活
を

通
し
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。「
意

識
を
持
っ
た
子
は
変
わ
る
、
変

わ
れ
た
子
は
目
標
を
達
成
す

る
」。
時
代
の
変
化
や
自
分
の

置
か
れ
た
環
境
を
言
い
訳
に
し

な
い
で
、「
自
分
の
為
」
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
気
に
な

れ
ば
変
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
学
校
は
校
長
先
生
も
教

え
て
く
れ
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
、
熱
心
な
先
生
達
が
た
く
さ

ん
い
る
学
校
で
す
。
後
は
生
徒

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
学
校
を

信
頼
し
て
、
頑
張
っ
て
み
よ
う

か
と
そ
の
気
に
な
れ
る
か
で

す
。
私
は
前
向
き
に
頑
張
っ
て

行
く
こ
と
の
良
さ
を
こ
の
学
校

で
折
に
触
れ
、
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

大
間
高
等
学
校

　

新
入
生
は
六
十
三
名 

　

四
月
七
日
午
後
か
ら
二
十
一

年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
、
男
子

三
十
七
名
、
女
子
二
十
六
名
、

計
六
十
三
名
が
入
学
し
ま
し

た
。

　

一
人
一
人
の
呼
名
の
後
、
元

気
な
返
事
と
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸

ば
し
た
起
立
、
明
石
校
長
先
生

か
ら
入
学
許
可
を
受
け
る
生
徒

の
皆
さ
ん
の
顔
は
緊
張
の
中
に

も
大
人
び
た
誇
ら
し
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
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事業内容 期　日 場所・時間 対象者・その他

サロンぬくもり
／心の健康相談 ５月12日（火） 大 間 公 民 館 ２ 階

13：00 ～ 15：00

　精神保健福祉ボランティアがサロンぬ
くもりを開催しています。誰でも参加で
きます!!
　また、心の健康相談では保健師が気分
の落ち込みやストレスなど心の健康に関
する相談を受け付けています。

乳 児 健 診 ５月11日（月） 総 合 開 発 セ ン タ ー 対象者
平成20年９月～ 11月生まれ

ハローベビー
ル ー ム ５月19日（火） 総 合 開 発 セ ン タ ー

対象者
平成20年12月～ 21年1月生まれ
平成20年６月～７月生まれ

予防
接種

ポ リ オ
５月14日（木） 大 間 病 院

（受付）14：00 ～ 14：30
対象者
平成13年11月14日～ 21年２月14日生まれ三種混合

※乳児健診や予防接種等の対象者には、後日、郵送にて詳細をお知らせします。

健康ですか…＊　保健衛生事業（５月分）
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　初めまして、佐々木洸太と申します。平成21年度４月より大間病院に赴任しております。まだひよこ
に毛が生えた程度ではありますが、地域の皆様の健康・安心にできる限り精一杯取り組んで参りたいと
思いますので、至らぬ点は多々あるとは存じますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、この度の異動は大間病院勤務を希望しての異動となったのですが、当院を希望したことには２
つの理由があります。一つ目には現院長の丸山博行先生の存在です。平成13年に私は自治医科大学に入
学しましたが、大学１年生の私には見知らぬ土地でのホームシックに加えて、将来目指すべき『地域医
療を担う医師』の具体的なイメージを持てぬまま、他の国立大学を受け直すべきかと真剣に悩んでおり
ました。そんなとき、夏の学生実習で佐井村診療所に来たとき、当時診療所勤務をされていた丸山先生
に出会い、様々なことを教えていただき、自分の将来が明るく照らされたような気持ちになり、いつか
この先生と一緒の仕事がしたいと思うようになりました。２つ目は現在、県内にある自治医科大学卒業
生の赴任先の中で、当院が最も設備・人材が充実しており、若い医師が研鑽を積むには最適と考えてた
からです。
　最後に医療についても一つお話しさせていただきます。先日縁あって、肺癌検診講習会に参加させ
いただきましたが、青森県の肺がん罹患率・死亡率は全国でも高く、喫煙率も全国の水準から見ても高
いということでした。胃ガン・大腸ガン・乳ガンなど多くのガンには明確な予防方法はありませんが、
肺ガンになる患者さんのほとんどは喫煙されており、禁煙は今すぐにできる肺ガン予防の方法です。ま
た、タバコを吸われている多くの方は気合いと根性だけでは禁煙できないのが現状です。少しでも禁煙
にご興味のある方は貼付薬や内服薬でお手伝いできることもありますので、是非一度外来でご相談くだ
さい。
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大間町役場　37－2111

【 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所
の所在地】
◆名　　　　称　　下北地域広域行政事務組合
◆代表者の氏名　　管理者　宮　下　順一郎
◆主たる事務所の所在地
　　青森県むつ市金谷一丁目10番１号
【対象事業の名称、種類及び規模】
◆名　称　　 下北地域広域行政事務組合汚泥再生

処理センター整備事業
◆種　類　　 一般廃棄物処理施設（汚泥再生処理

センター）
◆規　模　　し尿及び浄化槽汚泥　
　　　　　　日処理量　220キロリットル
【対象事業実施区域】
　　むつ市大字奥内字今泉68番地内

【関係地域の範囲】
　　むつ市大字奥内地区
【評価書の縦覧の場所、期間及び時間】
◆場　所
　○大間町役場　住民福祉課　大間字大間104番地
　○ 下北地域広域行政事務組合
　　廃棄物処理施設管理課
　　 むつ市大字奥内字今泉68番地（むつ衛生センター内）
◆期　間　　 平成21年５月18日（月）から平成21

年６月17日（水）まで
　　　　　　（土曜日及び日曜日を除く）
◆時　間　　午前９時から午後４時まで
問  下北地域広域行政事務組合　廃棄物処理施設
管理課

　 ☎0175（26）2126　　FAX0175（26）2128
　 E-mail　shimokou-6@net.pref.aomori.jp

 税務保険課（内線42）
　４月初旬に京都府内で、後期高齢者医療担当職
員を装った者が被保険者宅を訪れ、被保険者証を
詐取する事件が発生したとの情報が厚生労働省か
らありました。

問 青森県後期高齢者医療広域連合
　 ☎017－721－3821

 住民福祉課（内線24）
　学生の方が、将来、年金を受け取ることができ
なくなることや、不慮の事故や病気により障害が
残ってしまった場合に、障害基礎年金を受け取る
ことができなくなることなどを防止するため、ご
本人の申請により保険料の納付が猶予される制度
です。（ご本人の所得に関する審査により承認さ
れない場合があります。）
　学生納付特例制度の承認期間は、原則、申請さ
れた年度（４月から３月まで）に限りますので、
毎年申請が必要となります。
問 社会保険事務局むつ事務所　☎22－2278

海峡保養センター
■営業時間　午前９時～午後９時　☎37－4334
＊ 指定された駐車場に駐車してください。玄関前、ロー
タリー付近は駐車禁止となっております。
　養老センター
■営業時間　午前８時～午後９時
■今月の休館日　５日、12日、19日、26日
　☎37－2411
＊指定された駐車場に駐車してください。

事後調査結果報告書の縦覧

老齢基礎年金の繰上げ請求は慎重に

下北地域広域行政事務組合汚泥再生処理センター整備事業に伴う「青森
県環境影響評価条例」に基づく環境影響評価事後調査結果報告書の縦覧
について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

♨ 大間温泉 ♨

被保険者証の詐取にご注意ください

　当広域連合の被保険者証の有効期限は、平成
21年７月31日です。したがって、被保険者証の
更新は、本年７月中に「お住まいの市町村から
の郵送」又は「市町村窓口でのお引渡し｣ とな
りますので、広域連合又は市町村職員がご自宅
を訪問することはありません。
　万が一、このような不審な訪問者があった場
合は、絶対に被保険者証を渡さずに、最寄りの
警察か広域連合、又はお住まいの市町村の後期
高齢者医療担当課へお問い合わせください。
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インフォメーション
　４月１日から、大間公民館奥戸分館は奥
戸上仏町町内会へ管理等業務が委託されま
した。ご使用の際は、下記までご連絡くだ
さい。

記
柳谷葬儀造花店（店主：柳谷昭雄氏）
☎37－4989

　内山公園桜まつりは５月23日（土）から
５月10日（日）へ変更になりました。
（ 雨天の場合は海峡保養センターでの開催
となります。）

問 大間町観光協会　☎37－2233

　今年も家庭募金活動および各職場窓口への募
金箱（どんぐり君）を設置して緑の募金活動を実
施しますので、皆様方のご協力をお願いいたしま
す。
《昨年の募金総額486,460円は次のように活用さ
せて頂きました》
■青森県緑化推進委員会への交付金 267,553円
■大間町緑化推進委員会活動費 218,907円
【内訳】
①　学校等の花壇整備
②　公園等へ大山桜植樹
③　緑化推進委員会事務費等
皆さんありがとうございました。

 住民福祉課（内線25）
　犬の飼い主の皆さんに、飼い主の責任として、
以下のことを守るようお願いします。
＊係留の義務
　最近、犬の放し飼いによる苦情が多く寄せら
れています。犬の飼い主は飼い犬を鎖につないだ
り、柵や檻に入れるなどして常に係留しておかな
ければなりません。運動・散歩の時も必ず鎖等に
つないでください。放し飼いは絶対にしないで下
さい。

＊ 散歩や運動の際の糞の後始末は必ず行って下さ
い
　散歩や運動後の犬の糞の置き去りにより迷惑し
ている人がいます。散歩の際などは袋等を持参し、
糞の後始末は必ず行って下さい。

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
またはその方と生計を一にする方もしくは常時介護者が、これらの手帳の交付を受けている方の生業、
通院、通学などのために自動車（営業用の自動車を除きます。）を利用している場合で、その障害の程
度や自動車の使用状況などが一定の条件に該当するときには、申請により自動車税・自動車取得税の減
免を受けることができます。

　なお、減免となる額については、次のとおり上限額が設けられています。
　○自動車税の上限……………税額45,000円
　○自動車取得税の上限……… 課税標準額（障害者用の特別の仕様による装置の取付費用を除く。）250

万円を上限

また、すでに減免を受けている場合には、5月に東青地域県民局県税部から前年度の申請内容が記載さ
れた「自動車税減免予定通知書」が郵送されますので、記載内容に変更・誤りがないか確認してくださ
い。申請した内容に変更があった場合は、申請事項の変更の手続きが必要です。

問 下北地域県民局県税部納税管理課　☎22－8581（内線211・210）

緑の募金に協力を大間町緑化推進委員会犬の飼い主の皆さまへ

自動車税・自動車取得税の減免について

緑の募金期間
平成21年４月１日から５月31日
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人 口 男 女 世 帯 数

総数 6,219(－38) 3,127(－35) 3,092(－13) 2,445(－13)

大間 4,736(－29) 2,382(－19) 2,354(－10) 1,904(－９)

奥戸 1,285(－４) 647(－３) 638(－１) 468(－３)

材木 198(－５) 98(－３) 100(－２) 73(－１)

14

第 493 号

2009年５月１日

平成21年３月末現在（　）前月比
３月届出分「戸籍の窓」には大

間町に住民登録をし
ている人の出生、死亡、結婚について記載し
ますが、個人のプライバシーを尊重する意味
で載せてほしくない人は届出の際に係に申し
出てくださることをお願いいたします。

お誕生
　おめでとう

山本　　銀
ぎん

（孝幸）　　七島　開
かい

成
せい

（拓仁）
佐々木大

ひろ

心
と

（ 純 ）　　小林　愛
まな

果
か

（大助）
新田　愛

いち

叶
か

（忠明）

( 泉　　健志（大間町）( 萬谷　和幸（大間町）  菊池　美波（むつ市）    萬谷　春奈（佐井村）

( 堺　　祐介（大間町）  山本　結花（風間浦村）

若山　貞子　75 歳　　　横浜　　正　59 歳
山崎はつよ　88 歳　　　熊谷　よし　80 歳
金澤善太郎　86 歳　　　菊池　正忠　77 歳
工藤　公男　75 歳

おくやみ
　申し上げます

ご結婚
　おめでとう

　行政相談員は、皆さんが毎日の暮らしの中で、
行政について疑問に思うことや要望などがあった
ときの相談相手となります。（無報酬のボランティ
アです。）
　これまで行政相談委員を務めていた大畑ふさ氏
に代わり、４月１日から川端亜喜男氏が新たに総
　　　　　　　　　務省より委嘱されました。任
　　　　　　　　　期は二年間です。

　　　　　　　　　　川端　亜喜男
　　　　　　　　　　　　奥戸字船橋47－20　
　　　　　　　　　　　　　　　☎37－4321

　春の行政相談週間に伴い、大間町では特設行政
相談所を下記の日程で開設します。
○苦情を直接申し出にくい…
○どこへ申し出て良いかわからない…
○苦情を申し出たが、その措置に納得できない…
など、お気軽にご相談ください。

記
■日　時　平成21年６月３日（水）
　　　　　９：00 ～ 15：00
■場　所　大間公民館２階
■相談担当者
　・行政相談員：川端　亜喜男
　・青森行政評価事務所相談官１名

大間町行政相談委員

行政相談委員交代のお知らせ 特設行政相談所を開設します

　４月は小さなケガの連続により、私の“ちゃかし”ぶりが
発揮された１ヶ月でした。中でも１番つらかったのは突き指で
す。
　内出血の範囲も広く、物が持てない、掴めない状況が約２週
間。その後、痛みが完全に引けるまでさらに１週間。完治まで
に時間がかかるとお医者さんにも言われ、じっと完治の日を待
ちました。
　そうこうしているうちに、もう５月。
　せめてＧＷ中はケガもなく、健康に過ごしたいものです…
 　　




